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＜手順書３＞ 西暦への変更手順書 

 【※対応バージョン 9.50～】 

対象：和暦での表紙入力や印刷、Excel 出力をおこなっているお客様が 

   西暦入力で西暦の印刷、Excel 出力に変更するお客様 
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※自社用の Excel フォーム（変更したい Excel フォーム）が他にもある場合は、【１】～【２】の手

順を繰り返してください 

 

※サーバー等でマスターを共有で仕様している場合は、印刷フォーム、Excel フォームの変更は 

1 台の PC で作業を行えば OK です。 
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                      【１０】完了をクリック 

 

※この完了後、物件情報データベースの再構築が行われるので時間がかかります。 

 

表紙入力画面で 4 桁入力できるようになっているか確認ください。 

 

 

 

既に作成済みの物件は上記表紙入力画面を開いて、日付を西暦（2018 や 2019 など）で入

力しなおしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


